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   巻 頭 言 

 

「プロボノ活動の輪」 

 

コミュニケーション・デイサービス言の葉 

言語聴覚士 中村太一 

 

皆様こんにちは！！今回、巻頭言を書かせていた

だきます中村太一と申します。私が何者かと申し

ますと、大分県在住の言語聴覚士です。今年の 4

月より言語障害の方をサポートできるデイサービ

スを開所いたしました。そんな折に、日本失語症

協議会理事の園田さんと出会い、今回お声をかけ

ていただきました。 

 まずはじめに、熊本・大分の地震に際しては、

大分県の失語症友の会「なし会」に協議会の皆様

からの温かいご支援を頂き誠にありがとうござい

ました。「なし会」の得重会長を始め会員の皆様

から感謝の言葉を頂いており、この場を借りて御

礼申し上げます。 

 さて、先日開催された「第 31 回日本失語症協議

会全国大会インひょうご」では、①現行の意思疎

通支援事業は、失語症など障害種別ごとの特性や

ニーズに配慮したきめ細かな見直しを行うべきで

ある。②失語症の方が集まれる場が少ない。当事

者の会や介護保険制度の中での通いの場はいくつ

かはあるが、マンパワーや経済的な理由から継続

困難なことが多い。③言語聴覚士会として失語症 

 

 

当事者の会の支援を行なっているが、安定したサ

ポート体制の構築は築けていない。などの課題が

挙げられていました。 

 その課題に対して会場からは、「専門職の方が、

１年間の休日のうち 1日でも良いので当事者の会

に顔を出して欲しい！！力を貸して欲しい！！」

「力をあわせて行政に失語症支援の制度の必要性

を訴えていきたい！！」などなど熱く強い想いが

溢れていました。  

 大分県も同じ課題を抱えています。当事者の

方々の想いを少しでも前進させるためには、プロ

ボノ活動の輪を広げていくことが絶対に必要だと

確信しています。全国の皆様とつながりながら大

分県も一つ一つ輪が広がっていくよう活動してい

きますのでこれからもよろしくお願いします。 
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《ご支援を頂いた写真》 

大分県言語障害友の会「なし会」の工藤

副会長と協議会理事の園田さん 

《全国大会参加の写真》 

失語症の当事者の方２名言語聴覚士２名 

  
２０１6 年１２月発行 第３２号           

特定非営利活動法人日本失語症協議会機関誌 

『言葉の海』 新聞版 

編集人 特定非営利活動法人 

    日本失語症協議会 

（旧全国失語症友の会連合会） 

〒167-0051 

東京都杉並区荻窪 5-14-5-405 

℡03-5335-9756 fax03-5335-9757 

1冊 400円 

 

発行人 特定非営利活動法人 

障害者定期刊行物協会 

〒157-0072 

東京都世田谷区祖師谷 3-1-17 

℡03-6277-9611 fax03-6277-9555 
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   友の会便り 
 

 

＊新潟県・新潟友の会 

 例会：12月 1・8・15・22日全木曜日 

 １月 21日［カラオケに行こう！！］ 

＊福井県失語症友の会 

 9 月 24 日福井本部例会：開会、連絡事項、発声

発語練習、近況報告、 

 10 月 9･10 日一泊研修旅行：全国大会 in 兵庫 

＊山梨県・東山地区失語症友の会 

9 月 4 日例会：季節の歌｢月｣、リラックス体操、

近況報告、ゲーム「じゃんけん仲間集め」、歌「こ

とばをこえて」 

11 月 12 日例会：季節の歌｢紅葉｣、リラックス体

操、近況報告、ゲーム「語想起ゲーム」、歌「こ

とばをこえて」 

＊千葉県・市川失語症友の会「げんき会」 

 10 月 10～16 日｢夢ふたたび｣作品展  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 24 日例会：開会のことば、新しく来た人の

紹介、ゆっくり話そう、インフルエンザの話、気

功、口の体操、伝達ゲーム、合唱 

＊神奈川県・相模原失語症友の会 

 9 月 24 日｢失語症を知ろう！ふれ合おう！｣：言

語聴覚士を目指す学生さんとの交流会 

 10 月 16 日藤沢失語症友の会定例会：参加交流 

10 月 15 日中央の会：歌、自己紹介、ゲーム 

10 月 4 日南の会：歌、身体の体操、自己紹介、

ゲーム｢オリンピックのロゴマークを当てよう｣、

音楽療法、歌、連絡 

10 月 25 日秋のバス旅行 

 

＊神奈川県・藤沢言語友の会 

 8 月 18 日定例会：自己紹介、近況報告、楽しい

音楽会、書き取り、一口健康メモ、連絡 

10 月 16 日定例会：自己紹介、近況報告、楽しい

音楽会、書き取り、軽体操、言語訓練ゲーム、連

絡 

 県内失語症友の会交流、親睦 

11 月 20 日定例会：屋外訓練｢大船フラワーセン

ター｣ 

＊埼玉県・春日部失語症友の会 

 10 月 8 日例会：司会挨拶、発声練習、近況報告、

お知らせ、ゲーム｢漢字組み合わせゲーム｣、歌[青

い山脈] 

＊埼玉県・大宮失語症友の会 

 9 月 17 日：ぶどう狩り｢狭山観光ブドウ園｣ 

10 月 15 日例会：絵で表現[苦手なもの]、近況報

告 

＊東京都・品川失語症友の会 

9 月 24 日例会：体操、｢青春の思い出の 1曲｣ゲ

ーム、歌 

10 月 1 日｢でかけ隊 講演会｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 22 日例会：体操、｢私の好きな月｣、ゲーム、

歌 

＊東京都・江東すずめの会 

 9 月例会：ひとこと 

 11 月 26 日 30 周年記念の会 

＊東京都大田区失語症支援の会「ひまわり会」 

10 月 8 日クラブ活動（麻雀他）、一言スピーチ、

ゲーム、体操、歌 

11月 12日クラブ活動（麻雀他）、一言スピーチ｢日

本の良いところ｣、ゲーム、体操、歌 

稲川先生の講演で、先生はいろいろな事例を

お話し下さり、リハビリの目的は、ただ単に

機能の回復だけではなく、地域において、そ

の人がその人らしく生きていくための総合的

なアプローチであり、今日用がある、今日行

くところがある、という思いの積み重ねも大

事だとおっしゃっていました。先生の温かい

人柄が伝わってくるお話本当に有難うござい

ました。（品川失語症友の会ニュースより） 
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＊東京都・世田谷失語症友の会花みずきの会： 

10 月 13 日：日帰りバス旅行｢東京名所巡り｣ 

 

＊東京都・新宿失語症友の会 

10 月 1 日定例会：グループ訓練、歌唱指導、写

真撮影 

9 月 3 日学習会：書道・硬筆、グループ訓練 

9 月 17 日学習会：書道・硬筆、グループ訓練 

10 月 15 日日帰りバス旅行 

 ｢宮が瀬ダム周辺｣ 

 

 

 

 

 

 

 

＊東京都・杉並失語症友の会 

 10 月８日定例会：事務局連絡、近況報告、リハ

ビリ体操、 

12 月 10 日定例会：事務局連絡、近況報告、リハ

ビリ体操、 

＊東京都・北多摩あすなろ 

 10 月 9 日例会：会長挨拶、近況報告 

＊奈良県脳卒中友の会「桜の会」 

 9 月 25 日言語聴覚の日のつどい：『桜の会失語症

合唱団』参加 

 10 月 2日グルメとカラオケの会料亭旅館みよし 

10 月 22 日定期総会： 

 

 

 

 

＊大阪府・ふれあいの会 

 10 月 15 日失語症講演会＆交流会 

 11 月 19 日例会 

11 月 26 日箕面温泉スパガーデン 

＊島根県・出雲圏域失語症友の会「あしたの会」 

 10 月 30 日創立 10 周年記念講演会＆交流会： 

<毎日新聞島根版にも掲載されました> 

 

 

 

 

知人が作ってくれた CD 

 

 

 

出雲市内の作業所で作ったクッキー 

 

＊和歌山紀の国会 

 9 月 10 日：バス旅行｢キリンビール神戸工場・め

んたいパーク神戸三田｣ 

＊熊本県・たくま会 

 10 月 14 日定例会：昼食、開会、グループ訓練、

リラックス体操、口の体操、発声練習、自己紹介、

ゲーム、歌（言葉に活きる）、閉会 

 10 月 30 日失語症友の会運動会：競技｢ボッチャ｣

11 月 11 日定例会：会長挨拶、たくま会の歌、リ

ラックス体操、口の体操、会食、グループ訓練、

ゲーム、歌（言葉に活きる） 

＊大分県言語障がい友の会・なし会 

<なし会のパンフレット> 
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 日本失語症協議会の会員の皆様に 

心から御礼申し上げます。 

 

熊本・大分地震支援金ご報告 

 

このたびの熊本大分大震災におきましては、多くの

方々が被災され、今なおご不自由な生活を送っていら

っしゃることに、心からお見舞い申し上げます。 

 

＊熊本編 

 まだ夏の暑さの厳しい 9 月 9 日（土）10 日（日）、

熊本失語症友の会「たくま会」への日本全国の失語症

協議会会員の皆様から届いた支援金と会津失語症友

の会から託されたメッセージカードをお届けに協議

会から監事・藤原と理事（事務局）・園田 2名が一路、

熊本へ向かいました。熊本空港にはたくま会会長の松

岡さんのお出迎えをいただき、ご一緒に熊本失語症友

の会例会会場の託麻台リハビリテーション病院に車

を走らせました。 

たくま会の懇親昼食会にお招き頂き、会員の皆様と

の歓談では良い時間を過ごさせていただきました。昼

食会終了後、松岡会長に支援金とメッセージをお渡し

しました。その後例会の席で、会員からは皆様の地震

による被害の状況をつぶさにお伺いすることができ

ました。今なお避難所暮らし、家の傍のビニールハウ

ス暮らしが継続している方もおられました。そのよう

な中、皆様が元気で笑顔で過ごしていらっしゃるご様

子に私達の方が元気を頂きました。

その後、市内を松岡様と高嶋様にご案内いただきまし

た処、市内にある多くのビルには大きな亀裂を何筋も

目視することができました。ホテルなども、防音シー

トを張って外壁等修理中でありながらも「営業中」の

張り紙、TVなどで紹介されている熊本城はその無残

な姿に本当に涙ぐむほどでした。熊本日々新聞社の今

回の震災の写真展にもご案内いただき熊本全土の地

震当日の様子や被害の状況などの多くの貴重な記録

も拝見できました。でも今、熊本の皆様の大きな力で

熊本のインフラは一歩一歩復興しつつあります。 

熊本たくま会の皆様は日本全国の協議会会員の皆

様からの支援金を熊本県全ての失語症のある皆様へ

の支援や活動に有効に使ってくださるというご報告

をいただきました。 

 

＊大分編 

熊本訪問からおよそ１カ月過ぎた 10月 19日・20

日、事務局・園田は、皆様からの震災支援金を抱え、

秋晴れの羽田から大分に向かいました。空港リムジン

で大分市へ、その後、40分ほど車に乗り、株式会社

ハピサポ「コミュニケーションデイサービス・言の葉」

に向かいました。

そこでは大分失語症友の会「なし会」副会長工藤さん、

言語聴覚士で言の葉代表中村太一先生と立川賢佑先

生にお会いして、皆様からの支援金をお渡しすること

ができました。なし会は広い大分県の中で、それぞれ

支部に分かれて活動をしているため、なかなか一堂に

会する機会が少ないというとこで、工藤副会長さんお

渡ししてまいりました。 

デイサービス「言の葉」での 2時間余り、工藤さん

に大分友の会の話題や、障害年金取得に関する再申請

の事情・介護認定事情など、失語症のある方に関する

情報をお話ししました。先生方の業務を終了後、なし

会にかかわっていらっしゃる言語聴覚士の先生方と

夕食をご一諸しました。その折に、湯布院の病院の先 
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生から由布院近辺では地震の影響は大きく、多くの

方が被害に遭われた旨をお聞きしました。やはり大変

な様子だそうです。 

皆様の温かい支援金が大分の失語症友の会の方々

のお役に立つようにと願って止みません。 

 

＊終わりに 

 5 年前の東北大震災の折にも全国の会員の皆様か

ら多くの支援金・メッセージをお預かりして、東北の

各友の会に直接お届けしてまいりました。東北では 5

回に亘り失語症ライブも開催しました。   

今回も皆様の温かい支援金と会津失語症友の会の

メッセージを熊本・大分の友の会へ無事お届けすると

いう大きな役割を果たすことができました。重責を果

たし安堵しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような災害支援金をお届けするという機会でし

たが、友の会の皆様に直接お会いして被害を受けられ

た方々のご様子や友の会の会員の皆様の声を直接拝

聴することができる機会でもありました。失語症のあ

る方々やご支援くださる言語聴覚士の先生方のお声

をひざを交えて直接拝聴できることは事務局として

は大変貴重な時間です。これが支援金のお届けという

形ではなく、順次、多くの友の会の方々との懇談会が

開催されるような環境になるとよいと思っておりま

す。 

 今後、大きな災害が再び日本を襲うことがないよう

にと祈るばかりです。各所で震災等来襲の予測など聞

こえます。会員の皆様には用心を怠りなく、お過ごし

ください。 
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皆様のご厚情に心から感謝申し上げます 

 

ゆうちょ寄付者お名前です。 

 

 

（主に毎月の事務所家賃の支払い資金にさせていただいております。） 

（順不同・敬称略）お名前記載のない場合は事務所まで御連絡をお願いたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

赤嶺愛子 足立博子 阿部晃 五十嵐景子 生島文子 伊崎祥造 石川守 市川正美 

伊藤世紀 伊藤聖子 伊藤怜子 岩嵜克己 岩島満夫 出澤登美子 内山幸子 梅津今日子 

海老沢敬 小川弥生 大城貴代子 大塚善一 大前美由紀 大屋スミ子 大西康史 大西知子 

大類和之 小原純一 片岡博道 川口安弘 川崎靖 神田知佳 神田裕 木村高子 黒木邦俊

児島その 後藤悦子 小柳信善 斎藤敏文 坂田雄治 佐々木正博 笹子正巳 佐藤やす江 

笹沼澄子 佐藤聡子 佐藤誠一 篠崎蕗子 柴田すが子 志摩進 清水江美子 志村孝子  

志村哲 城野明子 杉尾恭子 鈴木弘二 須田悦子 関原敏子 園田暎良 園田尚美 

高倉幸次郎 高倉正子 高橋英子 武村敦士 田中加代子 田中達男 田中英明 田中昌明 

田中真寿美 田村和之 手塚京子 戸村純子 中村光 中川智之 長屋洋子 南部恒夫  

沼崎知江子 野上直樹 萩原博美 橋本一夫 橋本秀久 橋本ゆき 橋本幸枝 濱本王枝  

早川晴美 林一郎 林静子 林百合子 原宏一 原泰子 比嘉なな子 平澤哲哉 古山久子 

星野トヨコ 北海道失語症友の会 堀田憲次 堀間力夫 増尾禎子 松本祐治 丸井美恵子  

間々田佳代子 美濃謙二 宮越くに 村野浩 水上千鶴 水上盛一 村松理恵子 森永京子 

森田恵子 森山満敏 八島三男 山本剛正 山本弘子 横田清 横田聖子 横森美知子  

横山眞太郎 吉岡昭 吉田玲子 吉村正夫 綿森淑子 渡瀬とし子 

（合計１１９名） 

 

 
 
 

平成２８年８月から１２月 10 日までに御寄付を頂戴した方の名簿を記載させていただきます。 

一般寄付者名簿(順不同・敬称略)事務所の諸経費につかわせていただきます。 

木村 高子    相馬 肖美    志村 孝子 

 

｢純粋失語-書けるのに読めない｣の監修者綿森淑子先生 
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脳トレ・2016 冬 

 

１） 右の絵を見て、後に 

続く文が絵にあっているか 

どうか、○か×で答えてく 

ださい。 

 

 

 

①  ４人
にん

が 

こたつで 

あたたまっています。 

  

②  みんなで 

鍋
なべ

を 囲
かこ

んでいます。 

 

③  眼鏡
め が ね

を かけている人
ひと

がいます。 

④  こたつの 上
うえ

には みかんが のっています。 

⑤  お父
とう

さんが みかんの 皮
かわ

を むいて 食
た

べています。  

⑥  眠
ねむ

っている人が 一人
ひ と り

います。   

⑦  女
おんな

の子
こ

は 手
て

に ジュースのコップを 持
も

っています。 

  

２）これから、この家族は それぞれ何をするのでしょうね。自由に話し合ってみましょう。 

 

 例）  男の子が 起こされる。でも 起きなくて、お母さんが 怒る。 などなど～ 

 ヒント） 

お風＿＿＿に＿＿＿＿＿。     

 テ＿＿＿＿を＿＿＿＿_。  

その番組は ク＿＿＿＿番組。 ＿＿＿時のニュ＿＿＿番組。 

       ド＿＿＿＿。 

 → 皆さんが よく 見ている番組名は？ 

          新聞のテレビ欄から 探して 発表してみましょう。 
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特定非営利活動法人日本失語症協議会        

株式会社 言語生活サポートセンター  

 
失語症の回復は、皆さんとおしゃべりすることです。 

失語症のある方、ご家族の方、 

支援者の方、 

通りすがりの方、 

ふらりと立ち寄ってください。 

お喋りの輪を広げましょう。 

イベントも用意します。今度は何が出てくるか? 

 

２回目                  

平成 28 年 12 月 18 日(日)  

午後 1時 30 分から 3時 30 分 

 

【場 所】 「言語生活サポートセンター」訓練室 

   電話番号：03-6915-1877  

住  所：東京都杉並区荻窪 5-16-14 カパラビル 1 階 

   最 寄 駅：JR、東京メトロ丸の内線荻窪駅西口  

 

【対 象】  失語症のある方、ご家族の方、失語症に関心のある方  

当日、直接いらしてください。 

会場は 1 階なので車いすでも OK です。 

 【参加料】 500 円  

 

【連絡先】 NPO 法人 日本失語症協議会  担当 藤原・進藤・園田  

       電話番号：03-5335-9756  

       住   所：東京都杉並区荻窪 5-14-5 ワコーレ荻窪 405 

 

【当日連絡先】場 所：㈱言語生活サポートセンター 電話番号：03-6915-1877  

 

 

“メニュー“ 

＊心を込めて入れる 

ハンドドリップコーヒー 

＊お茶菓子&笑顔 

    その他 

           

 

失語症カフェ 

３回目                  

平成 29 年 2月 19 日(日)  

午後 1時 30 分から 3時 30 分 
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■11 月 4 日杉並区協働プラザ助成金相談 

 （亀澤・園田） 

■11 月 10 日於・経団連ホール製薬協患者会セミナー

（園田） 

■11 月 19 日於：世田谷区・言葉のきずな 

■11 月 25 日於：杉並区・介護者応援団シンポジウム

（亀澤・園田） 

■11 月 29 日：杉並区高次脳機能障害連絡協議会 

■12 月 1 日：於：千代田区・公開シンポジウム「意思

疎通支援の懸け橋つくり」（園田） 

■12 月 4 日：江戸川で高次脳機能障害と生きる 

（友井・進藤・木村・藤村・平林・両角） 

 

■12 月 5 日：内閣府主催障害者週間セミナー 

上田敏先生講演&家族トークセッション 

（山本 ST・相馬 ST・木村 ST・進藤。藤原・志村。・

木村・増村・園田） 

■12 月 6 日：厚生労働省意思疎通支援者養成カリキ

ュラム検討委員会（山本 ST・園田） 

■12 月 7 日：於・杉並区鈴木勉先生講演「高次脳機

能障害者とのコミュニケーション・症状別のスキル

について 

■12 月 18 日：第 2 回・失語症カフェ「ワックル」 

（進藤・藤原・園田） 

■12 月 26 日~1 月 7 日（冬期休暇） 

■1 月 19 日：財団法人テクノエイド協会主催シーズ

ニーズマッチング交流会（大阪）（森本・園田） 

■1 月 22 日：和音主催「障害者と高齢者のためのコ

ミュニケーションサポートセミナー」 

■2 月 3 日：財団法人テクノエイド協会主催シーズニ

ーズマッチング交流会東京（藤原・園田） 

■2 月 11 日：於；国立リハビリテーションセンター・

日本言語聴覚士協会主催厚労省失語症意思疎通支

援者養成カリキュラム説明会（山本 ST・園田） 

■2 月 17 日：於国リハ・全国高次脳機能機能障害コ

ーディネータ会議（園田） 

■2 月 19 日：第 3 回・失語症カフェ「ワックル」 

 

事 務 局 だ よ り   
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株式会社 シマダ製作所 〒379-0204 群馬県富岡市妙義町行沢 264-1   ：0120-73-8133 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 監修：東京都リハビリテーション病院言語室  

ＳＴ訓練を終了した在宅の失語症者が使える言語訓練器 

《理解・発話自主トレキット》 

 

 

 

 

身体障害者手帳をお持ちの方は、定価 114,480 円が、 

各市町村の給付により「１～２割程度のご負担」で、ご購入頂けます。 

※各市町村や納税額によっても自己負担額が異なりますので、お住まいの障害福祉課へご確認ください。 

《・・・まずは、10 日間の無料お試しから・・・》 ★「言語くん」自立編Ⅲもお貸出し実施

中 ★ 

 

◆㈱エスコアールの絵カード 2001 より、単語 1,500 語、短文 460 文を搭載。 

◆軽度の患者様までお使い頂ける会話補助装置＆言語訓練器が登場！！ 

◆機能：50 音会話補助・理解訓練・発話訓練・唄機能・計算機能 

～今号１2 ページに目次～ 

1p：巻頭言 

2p：友の会だより 

3p：:友の会だより 

4p：大分・熊本支援金お届け報告 

5p：大分・熊本支援金お届け報告・ 

広告：新興医学出版 

6p：寄付者名簿 

7p：広告：NPO 法人ゆずりは 

8p：言語聴覚士のよもやま話･脳トレミニ 

9p：脳トレ 

10p：失語症カフェ「ワックル」ご案内 

11p：事務局だより・広告：㈱エスコアール 

12p：目次・編集後記・広告：㈱シマダ製作所 

【編集後記】 

☆事務所に寄せられる各地域の友の会の

便り。今回は、大会や親睦旅行などの様

子が多かったです。皆さん楽しそうない

いお顔をされていたのでその雰囲気だけ

でもお伝えできればと写真を掲載させて

いただきました。 

☆私も夫と 11 月に京都・伊勢の旅をしま

した。素敵な景色とおいしい食事は、心

が動いて言葉も自然とわいてくる感じで

す。旅は、いいですね。 

☆今年も色々とご協力・ご支援を頂きあ

りがとうございました。今年、世間は、

楽しいことばかりではありませんでした

が声を挙げながら仲間と一緒に進んで行

けたこと嬉しく思います。 

☆来年が皆様にとってより良い年であり

ますように～。    【進】 

             【進】 

事務局年末年始のお休み 

12/23(祝)～1/9(祝) 


